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菱
木
一
美
教
授
は
、
一
九
九
八
年
四
月
に
広
島
修
道
大
学
法
学
部
に
教
授
と
し
て
お
見
え
に
な
り
、
以
来
ち
ょ
う
ど
一
〇
年
間
、
本
学
部
で
マ
ス
コ
ミ
論
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
、
ア
メ
リ
カ
研
究
、
韓
国
・
朝
鮮
事
情
な
ど
の
講
義
を
担
当
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
視
点
か
ら
日
米
関
係
、
朝
鮮
半
島
問
題
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
政
策
、
日
本
の
平
和
問
題
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科
で
は
、
比
較
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
の
ほ
か
、
ア
ジ
ア
地
域
研
究
（
朝
鮮
半
島
）
や
欧
米
地
域
研
究
（
ア
メ
リ
カ
）
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
　
菱
木
教
授
は
、
一
九
六
三
年
に
東
京
外
国
語
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
後
、
共
同
通
信
社
に
入
社
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
以
降
は
、
主
と
し
て
外
信
部
に
所
属
さ
れ
、
外
国
駐
在
と
し
て
は
、
一
九
七
一
年
か
ら
の
ソ
ウ
ル
特
派
員
（
同
年
四
月
〜
一
九
七
二
年
六
月
）
を
皮
切
り
に
、
一
九
七
四
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
（
同
年
一
月
〜
途
中
で
ワ
シ
ン
ト
ン
取
材
に
長
期
応
援
）、
一
九
七
六
年
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
（
同
年
六
月
〜
一
九
七
八
年
八
月
）
を
そ
れ
ぞ
れ
経
験
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
ウ
ル
時
代
に
は
韓
国
大
統
領
選
挙
、
米
中
共
同
声
明
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
時
代
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
、
元
Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ａ
部
長
の
亡
命
事
件
（
金
大
中
氏
拉
致
事
件
関
連
）
な
ど
を
取
材
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
帰
国
後
は
、
外
信
部
（
次
長
、
部
長
）、
編
集
局
（
次
長
）、
論
説
委
員
（
副
委
員
長
、
顧
問
）
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
報
道
現
場
で
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
菱
木
教
授
は
、
こ
う
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
に
お
け
る
豊
富
な
実
務
経
験
を
も
っ
て
本
学
法
学
部
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
　
研
究
面
で
の
菱
木
教
授
の
ご
関
心
は
常
に
時
事
問
題
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
あ
っ
て
、
論
文
に
と
り
あ
げ
た
テ
ー
マ
は
日
米
朝
に
ま
た
が
る
国
際
政
治
問
題
や
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
外
交
・
平
和
・
核
の
政
策
に
係
わ
る
も
の
な
ど
広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。
『
修
道
法
学
』
所
収
の
論
文
を
例
に
あ
げ
る
と
、「
朝
鮮
半
島
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
枠
組
み
形
成
と
展
開
」（　
巻
１
号
一
九
九
八
年
一
２１
 
（　
　
　
）
二
月
）、「
米
国
の
対
北
朝
鮮
核
政
策
に
お
け
る
『
威
圧
』
と
『
関
与
』」（　
巻
１
・
２
合
併
号
二
〇
〇
〇
年
三
月
）、「『
な
ら
ず
者
２２
国
家
』
ド
ク
ト
リ
ン
の
適
用
と
撤
回
」（　
巻
１
号
二
〇
〇
二
年
九
月
）、「
イ
ラ
ク
戦
争
に
お
け
る
米
従
軍
報
道
制
の
特
質
と
問
題
２５
点
」（　
巻
２
号
二
〇
〇
四
年
二
月
）、「『
第
二
の
北
朝
鮮
核
危
機
』
と
米
外
交
」（　
巻
１
号
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
２６
２９
し
た
旺
盛
な
執
筆
活
動
に
み
ら
れ
る
現
実
社
会
の
動
き
を
的
確
か
つ
冷
静
に
見
据
え
、
そ
の
背
景
と
問
題
点
を
摘
出
す
る
作
業
に
取
り
組
ま
れ
る
姿
勢
を
通
じ
て
、
菱
木
教
授
は
、
同
僚
教
員
の
み
な
ら
ず
、
菱
木
教
授
の
講
義
・
ゼ
ミ
を
受
講
す
る
学
生
・
院
生
諸
君
に
対
し
て
も
、
知
的
興
奮
と
学
問
的
刺
激
を
常
に
与
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
　
さ
ら
に
、
本
学
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
法
学
部
で
の
企
画
と
し
て
中
国
新
聞
社
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
現
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
学
部
を
問
わ
ず
希
望
者
の
多
い
企
画
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
政
治
学
科
の
同
僚
教
員
と
と
も
に
、
マ
ス
コ
ミ
就
職
講
座
、
文
章
力
養
成
講
座
、
新
聞
の
読
み
方
講
座
な
ど
、
学
生
諸
君
に
と
っ
て
有
益
な
企
画
を
は
じ
め
、
菱
木
教
授
の
幅
広
い
人
脈
を
と
お
し
て
、
国
際
的
に
著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
外
交
官
を
講
演
会
講
師
と
し
て
招
聘
す
る
う
え
で
の
お
骨
折
り
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
学
部
の
会
議
や
行
事
に
も
積
極
的
に
出
席
さ
れ
、
同
僚
教
員
や
学
生
諸
君
と
親
し
く
温
和
に
歓
談
さ
れ
る
姿
は
強
く
感
銘
を
受
け
る
も
の
で
す
。
本
学
法
学
部
で
の
一
〇
年
間
は
、
決
し
て
長
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
振
り
返
り
ま
し
て
も
短
い
時
間
で
あ
っ
た
と
の
印
象
が
強
い
も
の
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
ご
一
緒
に
と
思
う
者
は
私
一
人
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ご
退
職
の
と
き
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
法
学
部
、
ひ
い
て
本
学
の
教
育
に
お
け
る
、
菱
木
教
授
の
ご
貢
献
に
感
謝
し
、
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
る
た
め
、
こ
こ
に
ご
退
職
記
念
号
を
刊
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
法
学
部
長　
　
矢　
部　
恒　
夫
 
